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に座って，私は彼女に “ 本当にそれで合ってる？ ” なんて聞いていて，周りの人は外国人と若い人
がそういう議論をしているのをずっと見ていた。それで，彼女が降りる時に杖を出したことに日本
















































































































































































































































































れが 90 ～ 93 年。当時のフランスには日本仏教絵画や中世時代の美術の研究者としてのポストがな
く，93 年には共立で非常勤講師として二つのフランス語の授業をもち，94 年に専任になりました。
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――そして現在に至るまで，共立女子大学で教鞭を取られている。その中で「西洋美術
史」という新しい領域への関心が芽生えたという。
私，共立で日本美術史は教えていないのです，一度も。でも，逆に日本美術史を教えなかったか
ら，ここへ来て改めて西洋美術史の魅力や，西洋美術に見られる日本の影響に目を向けられるよう
になった。
また 80 年代後半頃から，東大で一緒に勉強していた西洋美術史を専攻していた人たちが次々に
学芸員になって西洋美術の大きな企画をするようになりました。その頃は日本人の西洋美術に対す
る関心も高まり，経済も成長しているという活気のある時代でした。そして彼らがフランスに関わ
る展覧会をするときに，私が図録の翻訳を引き受けるという状況が生まれていました。神奈川県立
近代美術館の学芸員をしていた友人である太田さんに頼まれて，1987 年の『ジェリコー展』の翻
訳をしたのが最初の仕事。あとはルーマニアで浮世絵の展覧会をしたときに，ルーマニア語ができ
る日本人の学芸員は誰もいなかったから，まず私がフランス語訳をして，それがルーマニアに送ら
れたということもありました。浮世絵の仕事をしたのはそれが初めて。あとはルーブルやオルセー
などの美術館関係やロートレック，モロー，または日本画の中島千波，片岡球子，堂本尚郎，陶芸
家の今右衛門，柿右衛門，永楽など。今ではそういう美術関係の翻訳をしている人も増えましたが，
沢山ではない，とても良い翻訳家は三人ほど。
自分はもともと西洋美術史の専門ではなく，日本美術の方が好きで合っていたのですが，90 年
代の始めから共立女子大学の専任の教員となり，西洋美術に関する授業を行うという大学での求め
に応じてだんだんそういった仕事をするようになって，それまで分からなかった，フェルナン・レ
ジェなんかにも興味を持つようになった。東京や京都でたくさんの西洋美術に関する展覧会を見る
こともできた。だから共立で学生に教えるときは，自分が色んなジャンルのものを見てきた経験か
ら，展覧会や作品を鑑賞する喜びや楽しみを伝えたいと考えています。また重要なのは，もし嫌い
な作品があったとして，それは何故なのか，好きなものは何故好きなのか，それを言葉で説明する
必要があるということ。そして，自分自身が何を好きで何が嫌いで，何に興味があるのか？　それ
はたくさんの展覧会を見なければ分からない。研究も同じ。一つの基盤があって，そこから枝が伸
びていく。
――これだけ長い間日本に住み，研究を続けてきたのは自然な流れだったという。「他
の外国人はみんな帰った」という中，フランスでのポストやご家族の問題など色々な事
情が絡み合った結果，自然とこうなったという。今回のインタビューで，最後の話題が
印象的だった。
たとえばジャポニスムには日本の影響があるというけれど，重要なのはその影響を受けた上で作
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品を作っていくという，受容する側のポテンシャルがなければ新しい作品は生まれないのだという
こと。それがあるのなら，日本の影響がなくても何か別の作品を作っていたというのは確かでしょ
う。
そういう新しいアイディアが生まれるには，本人が自分の中に才能と余裕を持っていなくては。
そうでなければ何を観ても，先生がいくら教えても何も生まれない。
――ペシャール氏がフランス人であること。インタビューを通じて，そのような当たり
前のことが，繰り返し頭をよぎる。日本在住 37 年を経て，未だに「慣れない」という
ことは，実は大きな才能ではないかと思う。異文化としての日本美術への新鮮な驚きは
失われることなく，今日まで続いている。
この前自転車で共立から銀座に行ったとき，皇居の近くを通りお堀を見ながら走っていると，鷺
や白鳥の姿が目にとまりました。私は研究のテーマにこそしなかったものの俵屋宗達や狩野永徳の
作品が大好きで，鳥たちがいるその光景は彼らの屏風絵などの作品世界を連想させるものでした。
現代都市である東京の真ん中にあって，そのように昔を思わせる風景というのは印象的なものです。
そして信号にさしかかって皇居の門が見えた時，自然に「伴大納言絵巻」の応
・
天
・
門
・
の火災場面が目
に浮かびました。東大に留学生として来た頃の私は，現代の東京について何も知らなかったけど，
現在の私の頭の中というのもまた，普通の日本人が感じていることとは別でしょうね。だって今の
日本人は，皇居前で大
・
手
・
門
・
の信号を通っても，「伴大納言絵巻」の中で，あの赤い門から大きな炎
が出ていて人々は烏帽子を被っているなんて場面は思い浮かべないでしょ。最近根津美術館で行わ
れた「誰が袖図」展の屏風絵を見たときの心のようなもので，衣紋掛けに掛けられた着物から，そ
れを着た女たちが想いを寄せる人と寄り添っている姿や，留守にしている彼を待つ姿などが連想さ
れるのです。たくさんの着物が重なった十二単のように，思い出やイマジネーションも層になって
重なっています。目にしたものをきっかけとして，奥の方にあるものが思い起こされるのです。「失
われた時をもとめて」でプルーストが書いたマドレーヌのようなものですね。
（最後にペシャール氏より）
今回，このようなお話をする場を得たのには，一緒に研究をした山本聡美先生に半ば強引にイン
タビューを迫られたという背景があるのです！でも，読んで下さった皆さん，これから研究をする
ような人たちに，自分の経験を通して伝えられたことがあったのであれば嬉しく思います。大変な
ことがあったり，報われないと思うことがあったとしても，そんな経験がある日突然何かに結びつ
くものとなり，新しい何かのきっかけとなる。そうして自分の中に培われたものを糧として学生に
教えていく楽しみ，そして研究を進めていく楽しみというのは宝物です。
